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年間 1000イベント程度観測されるガンマ線バースト (GRB)は宇宙論的な距離で起こっている宇宙で最も明る
い現象であるが、その正体は現在未解明である。ここ数年、GRBと性質の良く似た天体現象として X線フラッ
シュ(XRF)という現象が観測されている。XRFとは、年間 100イベント程度、数十秒から数百秒間、数 keVか
ら数 10keVあたりをピークにX線が観測される現象で、XRFの正体も未解明である。最近になって、GRB観測
衛星 HETE-2の活躍により、典型的な光子エネルギー (Ep) や全放射エネルギー (Eiso) 等はGRBと XRFで分
離することなく連続的に分布しており、両者は同じ期限であることがほぼ確からしくなった。
XRFの起源についての幾つかのモデルが提唱されている中で、我々は、GRBを引き起こす相対論的ジェットの
放射を非軸方向からみると、相対論的ビーミングの効果でXRFとして観測されるというモデルを提唱している。
GRBは、中心天体から放出される相対論的ジェットの放射によって引き起こされると考えられている。我々は、
GRBを起こすジェットの対称軸方向と視線方向のなす角度 θv に注目し、XRFの起源について考察した。ジェッ
トのローレンツ因子は γ >

∼ 100と大きいので、θvの変化はドップラー因子 δ = γ(1− β cos θv) を大きく変化させ
ることになる。ジェットの静止系からみて X線が放出されるとすれば、θv ∼ 0 (on-axis) のときは実験室系では
ガンマ線として観測される (GRB)が、θv ≫ γ−1 (off-axis) のときはX線として観測される (XRF)。
本講演では、XRFについての幾つかの理論モデルについて簡単に概観したあと、我々のモデルを紹介し、それ
を用いて、Ep や Eiso の分布則などの観測結果を説明する。この結果は、GRBと XRFの正体 (中心天体)は同
じものであるということを示唆するものである。


